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訪問薬剤管理指導の実施に至るパターン

医師・
歯科医師
からの指示

薬剤師訪問
訪問の意義・目的説明

薬局窓口で

薬剤師が疑問視

医師・歯科医師に情報提供
⇒訪問の必要性報告⇒訪問指示を出してもらう

B：薬局提案型

看護師、訪問介護員など
多くの医療・介護職、

そして家族からの相談

A：医師の指示型 D：多職種提案型

情報の共有＆問題点を相互認識

患者同意を得て
訪問薬剤管理指導（居宅療養管理指導）開始

薬剤師が訪問して状況把握
⇒薬剤師介入の必要性があると判断⇒患者に訪問の意義・目的説明

ずっと訪問することだけをイメージせず、計画性を持って期間限定で訪問することも一考

情報の共有＆問題点を相互認識

介護支援専門員から
薬局への相談

C：介護支援専門員提案型
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訪問薬剤管理指導の開始までの経緯

「後期高齢者の服薬における問題と薬剤師の在宅患者訪問薬剤管理指導ならびに
居宅療養管理指導の効果に関する調査研究」 （日本薬剤師会、平成20年3月）より

６



在宅医療における
薬局・薬剤師の主な役割

• 調剤（処方せん）

• 薬剤情報提供

• 服薬管理、服薬指導、
服薬支援

• 服薬状況、効果、副
作用等の確認

• 処方医への情報の
フィードバック

• 麻薬の供給、管理

• 処方設計支援（剤形、
用法、薬剤選択など）

• 多職種との情報共有、
連携

７



服薬に関する因子の評価と計画の流れ

実際に服薬の場面に参加し、患者の服薬状況をより詳細に把握でき、評価と計画
を行うことにより、適切な服用形態の選択へつなげることができる。

散剤
細粒剤
水剤
外用剤
注射剤

速崩性錠剤

とろみ添加
栄養補助食品

服薬補助ゼリー
水分補給ゼリー

経皮吸収型薬剤

簡易懸濁法

服薬指導

錠剤粉砕

嚥下能力

適切な剤形の検討

理解力
服薬拒否等

服薬介助検討

身体能力

ゼリー製剤
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「薬剤師による食事・排泄・睡眠・運動を通した体調
チェック・フローチャート」（日本薬剤師会） 〈抜粋〉
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